








れてきたが、これまで潜伏キリシタンをおもな研究対象としてきた筆者は、それぞれ浄土真宗研究・ スト教研究という既存の枠組みではなく、秩序を維持しようとする側から警戒された民衆の を横断的に把握し 検討するべきであ と考え、これに異端的宗教活動という呼称を与えて研究を進めて てい 。小稿はその一環として、対馬藩田代領における幕末の「異法」事件を検討しようとするものである。
対馬藩田代領において「異法」が集団として問題となった事件は、
近世期を通じて三回あった。発生年はそれぞれ、元禄十一年（一六九八） 、宝暦八年（一七五八） 、そして小稿で検討する嘉永七 安政元年、一八五四）である。筆者はこれまで元禄期と宝暦期の事件について検討を加え、それらの事件から見える異端的宗教活動の位置について一定の見通しを示し
た2
。前稿での論点はもちろん多岐にわたるが、





















































































これによれば、 「宗旨心得違」の者のリストを真宗寺院の僧侶と庄屋に書き出させたところ、あまりにも多人数で一同の吟味が行き届かない可能性があるので、一村ずつ順番 役人が巡回して吟味するのがよいと うことになった。早速、翌十月十三日から取りか ること なり、田代領代官は、手代 なかから一人を代官所に残し、残り 手代を目付役と同じように村々へ出向 せて吟味 進めた。
こうして村・町への吟味が進められ、その結果、一般の百姓ばかり





















したということがわかった（その経緯は不明）という。それ以前、田代領代官は、この僧侶は久留米藩領を追い出された者ではないのかと十月十九日に吟味方から手代中に伝えていた。代官は手代を通じて、檀家中にそれを聞きだす を期待していたものと思わ るが、たいした返答はなかった。そこで代官 手代 返答を催促したところ、手代がいうには、町役に吟味を委ねたが、町役中の証言は不揃いであったという。実は、手代中 西清寺の檀家の者がおり、彼らが、真誉が追放された僧侶であることを押 隠して代官所に取り次いだということであっ 。これは不埒な で、詳しくただせば町役の罪として追及されることになるであろうが 今回は真誉に追放を申し付けて決着させたという。
右の件から、 「新後生」の活動を実践する僧侶が存在し、対馬藩田































を申し渡した。その理由は、 「宗旨心得違」の者の同類が三〇〇〇人余に及ぶほど超過して吟味になるまで現場の役人が容疑者を差し押さえるというのでもなく、安閑として務めを果たさなかったからでという。もし彼らに柔弱の心得があったならばもってのほかであり、それではその郷、そ 町村の秩序が不安定になるのはもちろんのこと、毎年の人別宗門改の誓旨の主意にも反し、 いへんけしからんとであるから、それは厳格に処罰されるべきで るが このたびは特別の赦しをもって 「
𠮟
」を申し付けるものとするので、以後よくよ

























まめにやりとりしながら「異法」へ 対処方法について相談せざるを得なかったのは、そうした背景 あった らでもある。特に現場から物理的に離れている国許重臣や藩主にと て、具体的に被疑者が見えないなかにあって、 「切支丹」への恐怖感がこうした穏便 対処する姿勢をとらせたものと思われる。
これに対して、嘉永・安政期の事件では、そうした進め方ではな




















から往生を遂げる方法をひたすら説法したためであるという。さまざまな人びとの求めに応じてその説法の手伝いを遣わすなど彼らを引き込み、このような大きな規模にふくれあがったのはまったく愚昧な者の迷いからである はいえ、言語同断で何とい て いか からないが、一般に人目を忍んで人びとを集めることは何事によらずよろしないことであると指摘す 。今回の「新後生」に 少しも「邪宗」の怪しい所作は窺われないし、これ ただただ間違った往生理解に基づくものである 人目を避けて集団を形成しいろいろ「不行跡」 人心を迷わすことは領中 風俗を乱すことに る、というのである。
この日の記事は続けて次のようにいう。風俗の乱れをこのまま放っ
























これによれば、先祖を弔う日などに檀那寺へ参詣することを遠慮する傾向がある うにあらあら聞 ているが、愚昧 いたりなので寺院に参詣する とはこ までの主要な仕来りであると心得、檀那寺 宗意を守ることが肝要であるという。か り具体的 檀那寺 宗教活動を実践す よう仕向けてい ことがわ る。
また、第六条では、在町の役人に対して、それぞれが宗教活動の取












































これによれば、瓜生野町座親は次のように申し出たとされる。同町の松兵衛女房が「新後生」を信仰する者であったという理由で、 「手錠」を申し付けられて組合に預けられたが、そ 日数がかさんで組合の者の負担となり難渋し いるので、この者の組合預かりを用捨してもらえないか、 いう。そこで代官所は まだこ 一件 吟味も始まる前であるのでそれは難しい、 うした問題をいいかげんにすることはできないと、手代（仙八）を通じて答え という。
この瓜生野町座親による申し出は、直接には「新後生」信徒を預か















これによれば、西法寺僧侶から内々に次のような申し出があったという。田代町・瓜生野町双方の別当・座親が西法寺にやってきて、このたび「新後生」の者が咎められ、それが多人数に及んだことについて、西法寺僧侶の助力 り代官所の裁許が軽減されるようお願いできないだろうかという。両 だけでなく三郷 役人も同じ意向であり、ともどもお頼みした とのことであった。これに対して西法寺僧侶は、この一件は吟味もまだ済んでいないことであるので、いまはなんとも答えることはできない ら勘弁してほしい、と返答した。そして、そうした事実があったことを、西法寺僧侶が代官所手代（緒方仙八）へ伝えたという。
この三郷・両町の村役人・町役人の行動は、村役人・町役人が村・










これによれば、西念寺へ投げ文があって、そこには上郷庄屋や田代町などに「新後生之余党」つまりいまだ処罰されていな 「新後生」信徒がいるので、再吟味してほしいとのことで、もし れが実現できなければ闇夜回りの際、用心するように 意味のことが書かれていたという。
一件が発覚して吟味が進められていた嘉永七年（一八五四）十月二
十四日付の記事には、次のような記述があ 。
⋮⋮（永吉村）組頭三郎右衛門と申者精々取調、 方心得違 者共人数相増候事と相聞候処、同村伊之平と申者統取にて村方之者共致集会、此度之吟味筋誰か申出ニ而御役筋へ入御耳候事ニ可有之哉、後日了簡之品有之なと三郎右衛門へ当こすり 聞之
由s
⋮⋮
これによれば、永吉村組頭の三郎右衛門 「新後生」の取り調べをおおいに進め、村内の「心得違」 者が大勢いると認識していたとされる。村内の「新後生」信徒たちは、同村 「統取」であ 伊之平が村

























円滑にしよう いう藩の経済事情があった。宗教問題と経済問題はそれぞれ個別の問題では ったが、この時期にその対策 講じられたのは偶然ではなく、対馬藩にと て連動した問題であったからであ 。それだけに事件後、宗門改を担う檀那寺や地域 責任者である村役人・町役人による、領民教諭・教化が彼らの役割として強調されることになる。
一方、嘉永・安政期の事件の経緯から、幕末期の村社会・町社会内
部には、 「新後生」の信徒と非信徒が共存しよ としていた面 、対立していた面 の両方が窺える。村請制のもとに運営され る近世村落では、たとえ＂異端＂的な宗教活動を内部に抱え込んでい と

































































































































































 ちなみにこの「壁書」の第二条～第五条はそれぞれ、 「宗意心得違」がなかった村・町は奇特である旨称美されたこ （第二条） 、そうした
「清白」の者に不心得のことを申し述べてはいけないこと（第三条） 、 「宗意心得違」の者へは衣服・髪飾りの制限があること（第四条） 、 「宗意心得違」の者に科される罰金刑として 夫役（労働）を怠ってはならないこと（第五条）が述べられている。
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江戸時代
の禁教政策と民衆﹄講談社、二〇一四年） 。いずれこれらを横断的にまとめて議論してみたい。
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